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自治体広報紙等活用版 

【行政対象暴力及び企業対象暴力対策の推進】 

行政機関や企業に対する暴力団等による違法・不当な行為を「行政対象暴力」

｢企業対象暴力」といいます。 

 不当な要求に屈しないために、 

 ○ 対応マニュアルの策定や不当要求防止責任者の選任などの体制づくり 

 ○ 日頃から警察や暴追センターと連携し、有事の際は通報（相談）する

など組織的な対応体制を確立しましょう。 

〈相談先〉 

  暴力 110番ヤクザゼロ         ０１２０－２０－８９３０ 

  各警察署（暴力団対策担当課） 

  (公財）暴力団追放兵庫県民センター    ０７８－３６２－８９３０ 

【消費者月間における生活経済事犯被害の未然防止対策の推進】 

悪質な水道工事業者や訪問購入業者など悪質商法の被害に遭わないための 

防犯ポイント 

  う うまい話を信用しない！   

  そ そうだんする！ 

  つ つられて返事をしない！すぐに契約しない！ 

  き きっぱり！はっきり！断る！ 

を徹底しましょう。 

  ヤミ金融・悪質商法 110 番  ０７８－３７１－９１１０ 

               （みないいくらしの 110 番） 

 

【自転車の安全利用の促進】 

自転車は子どもから高齢者まで手軽に利用できる便利な乗り物ですが、自動車

やバイクと同じ「車の仲間」です。 

自転車安全利用五則を守って、安全に利用しましょう。 

○ 車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先 

○ 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 

○ 夜間はライトを点灯 

○ 飲酒運転は禁止 

○ ヘルメットを着用 
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近年の暴力団排除機運の高まりと警察による取締りの一層の強化に加え、社会全体

による暴力団排除の推進によって、暴力団は社会から孤立しつつあります。 

しかし、依然として行政機関や企業を対象とした恐喝・強要のほか、各種公的給付

制度を悪用した詐欺等、時代の変化に応じて様々な資金獲得犯罪を行っています。 

 暴力団の巧妙かつ悪質な罠にはまらないためには、暴力団に対する正しい知識を持

ち、警察や暴力団追放センターと連携した対応が重要です。 

 
 
 

 
 
 

暴力団等（暴力団、暴力団員、準構成員、総会屋等）が不正な利益を得る目的

で、地方公共団体等の行政機関又はその職員を対象として行う違法又は不当な行

為を「行政対象暴力」と呼んでいます。 

行政対象暴力の形態には、行政機関の持つ権限の行使を要求する「権限行使要

求型」と、名目の如何を問わず、行政機関又はその職員に金品を要求する「金品

要求型」があり、その内容は次のとおりです。 

 

 

行政対象暴力と企業対象暴力の実態 

行政対象暴力とは 

暴力団関係企業等を公共工事の下請業者と

するために、元請業者に対する行政機関の指

導監督権限を不当に行使させようとするな

ど、行政機関の有する許認可、指導監督、公金

支給等の権限を自己又は第三者の有利となる

よう行使することを要求するもの。 

 

権限行使要求型 

機関紙（誌）の購読、物品の

購入等名目の如何を問わず、行

政機関又はその職員に金品の提

供を要求するもの。 

金品要求型 

事例：暴力団組員Ａが、自己が申請した生活保護

受給の却下の通知を市職員から受けたとこ

ろ、「殺したる。殴ったる。」等と怒鳴り、

同職員の業務を妨害した。 

行政対象暴力及び企業対象暴力対策の推進 

～暴力団を始めとする反社会的勢力の動きを封じ込めよう～ 
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暴力団等が不正な利益を得る目的で、会社、信用組合、各種法人又はその役員

や社員等を対象として行う違法又は不当な行為を「企業対象暴力」と呼んでいま

す。 

暴力団は、企業等に対して、言われなき誹謗中傷やスキャンダルのもみ消しの

ほか、賛助金・寄附金等を名目に不正な利益を得る目的であらゆる方法を駆使し

て接近を図り、不要な要求を行ってきます。 

 

【企業対象暴力の主な態様】 

   ○ 企業の弱みを突いて金品を脅し

取る企業恐喝 

   ○ 新聞・雑誌等の購読料、賛助金、

寄附金名目の不当要求 

   ○ クレームや言われなき誹謗中傷、

スキャンダルのもみ消しを名目と

した不当要求 

 

 
 
 

 

  

  

企業対象暴力とは 

事例：暴力団組員が、建設会社役員に対し「今

までどおり付き合いを続けていこうや。

付き合いを断るなら 反対運動起きても

知らんで。」などと告げ、現金を脅し取ろ

うとした。 
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暴力団等に対する対応要領 

基本的な心構え 

平素の準備 



- 5 - 

 

 

 

 

具体的対応要領 
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暴力団等からの不当要求については、公安委員会の行政処分の対象となったり、

犯罪として刑事事件になったりする場合が多くあります。 

直ちに警察や暴力団追放センター（略称：暴追センター）に通報や相談をして、

必要な措置をとることが、早期解決の近道と言えますので、不当要求があった場

合は、警察や暴追センターに相談するようにしてください。 

 

  

 

 

暴力団からの不当要求に対処するためには、暴力団に対する正しい知識を持ち、 

警察や暴追センターと連携した対応が重要となります。 

このため、暴力団対策法では、事業者に対する援助措置として、不当要求防止責

任者講習を行うことができることを定めています。 

 

 

暴力団追放兵庫県民センターでは、兵庫県公安委員会から委託を受けて、暴力

団情勢や不当要求に対する対応要領などを内容とした講習会を県下各地及びオ

ンラインで開催しています。 

受講するためには、事業所ごとに「不当要求防止責任者」を選任して、公安委

員会（警察署経由）に届出をする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出方法（２通り） 

① 警察署へ届出 

  事業所を管轄する警察署 

② オンライン 

  警察行政手続きサイト 

    https://proc.npa.go.jp/ で検索！ 

警察・暴力団追放センターとの連携 

暴力 110番ヤクザゼロ        ０１２０－２０－８９３０ 

各警察署（暴力団対策担当課） 

(公財）暴力団追放兵庫県民センター ０７８－３６２－８９３０ 

不当要求防止責任者講習を受講しましょう 

不当要求防止責任者講習とは 

不当要求防止責任者とは、暴力団員などから不当な要求があった場合

に、組織的な的確な対応をとることができるよう、事業所内の体制を整備

し、職場において、その対応要領等についての指導教育などを行う、いわ

ば事業所における暴力団排除のエキスパートです。 

https://proc.npa.go.jp/
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受講された方には、兵庫県公安委員会から

｢受講修了書」が交付されます。 

事業所の受付や応接室などの来客者の目に

留まる場所に掲示することで、不当要求者に対

して「要求には応じない。」との意思表示を行

うことができるほか、警察や暴追センターと連

携した事業所であることを周知することによ

る抑止効果が期待できます。 

 

《暴力団対策課》  

受講終了書の講習 
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  ○ 利殖商法 

｢半年でお金が倍以上になります。」「上場確実、必ず儲かります、元本は保証

されています。」等と儲け話に誘い込み、その金銭を騙し取る商法 

  ○ 点検商法 

    点検に来たと家庭を訪問して、「白アリが発生している」等と騙して駆除作

業やふとんの点検を行い、高額な代金を請求する詐欺的商法 

  ○ 送り付け商法（ネガティブオプション） 

    注文（申し込み）していない商品を一方的に送り付け、消費者が受け取った

以上、支払わなければならないと思い込ませ、代金を騙し取る商法 

  ○ 霊感商法 

    ｢あなたの家には、悪霊が取りついている」等と人の不幸や不安に付け込み、

高額な印鑑や壺、数珠等を売り付ける商法 

  ○ 催眠（ＳＦ)商法 

    安売りや講習会の名目で人を集め、日用雑貨を無料で配り、雰囲気を盛り上

げて興奮状態にし、最後に高額の商品を売り付ける商法 

  ○ マルチ・マルチまがい商法 

    商品を購入して会員となり、「新たな会員を勧誘すれば、高いリベートが得

られる」と称して、高額商品を売り付ける商法 

 

 

○ 「内職・副業」に関するトラブル 

インターネットサイト広告で、 

「メッセージ交換だけで報酬がもらえる」 

「スマホだけで稼げる」 

などの表示があり、申し込んだところ､有料出会い系サイトに登録させられ 

  「報酬を受ける手続きが必要」 

  「エラーが発生したのでもう一度」 

などと何かと理由をつけられ、報酬を受けるどころか課金をさせられた等

のトラブルに発展しています。 

 

対策 ⇒ 「簡単に稼げる」等を強調する広告や、知らない相手からメール

やＳＮＳで誘われるもうけ話などは、鵜呑みにしない。 

 

消費者月間における生活経済事犯被害の未然防止対策の推進 

～悪徳業者に要注意～ 

～少しでも「不安」を感じたらまず相談を！～ 

消費者トラブル（具体例と対策） 

主な悪質商法の手口 
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○ 悪質な訪問購入業者 

不意に自宅に訪問してきて、 

「不要な衣類ありませんか？」 

「高値で買い取らせていただきます。」 

などと言って、家の中へ上がり込み、貴金属や着物等をその場で査定後、

強引に安い値段で商品を買い取るトラブルが発生しています。 

 

対策 ⇒  訪問購入業者は、事前に消費者の承諾がない場合、訪問による

勧誘行為や事前に売却を予定していた物以外の商品の買取りは

できません。 

拒否しても自宅に居座るようなら、迷わず 110番通報を！！ 

 

 

※ 県警ホームページ掲載の防犯ニュースもご覧ください！ 

 

    

 

 

 

  

 

 

  

 

  

【暗号資産の投資話に気を付けて！】 

【悪質な水道工事業者にご注意を！！】 

 

【悪質な訪問購入業者に気をつけて！！】 
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うまい話を信用しない！ 

 うまい話、絶対もうかる話には、必ず大きな落とし穴･･･   

そうだんする！ 

 ひとりで判断せず、家族・知人・相談機関に相談を   

つられて返事をしない！すぐに契約しない！  

 悪質業者は、言葉巧みにすぐ契約するように迫ってきます 

きっぱり！はっきり！断る！ 

 あいまいな返事をせず、キッパリ！ ハッキリ！ 断る！ 

 

 

 

 

 

 

 

《生活経済課》 

  

悪質商法の被害に遭わないための防犯ポイント 

悪質業者は、う・そ・つ・き！ 

 

・ ヤミ金融・悪質商法 110番   ０７８－３７１－９１１０
        みないいくらしの 110番

 

・ 警察相談専用電話       ＃９１１０ 

又は、最寄りの警察署へ相談しましょう。 

少しでも「不安」を感じたら、その場で契約せずに、迷わず相談を！ 



- 11 - 

自転車は子どもから高齢者まで手軽に利用できる便利な乗り物ですが、交通ルール

を守らなければ重大な交通事故の原因となる危険な乗り物にもなります。 

 交通ルールを守って安全に利用しましょう。 

 

 

 

 

○ 令和５年中の自転車が関係する人身事故件数は 4,184 件で前年に比べ 22

件増加しました。 

○ 令和５年中の自転車が関係する人身事故件数が全人身事故件数に占める

割合は 25.7%で、前年に比べ 0.3ポイント増加しました。 

○ 令和５年中の自転車乗用中の死者数は 13人（令和４年中は 22人）で、

うち、高齢者が９人と全体の約 69％を占めています。 

○ 単独での転倒・転落による事故で８人が、交差点での出会い頭事故で３

人が、正面衝突や追突による事故で２人が亡くなっています。 

 

自転車の安全利用の促進 

自転車が関係する交通事故の現状 

自転車の交通事故発生状況 

人身事故における自転車関係事故の占める割合 

19%

20%

21%

22%

23%

24%

25%

26%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

人身事故件数 自転車関係事故件数 構成率

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

30,118 28,542 27,340 26,791 24,667 22,896 17,352 16,929 16,372 16,281

自転車関係事故件数 6,821 6,205 5,945 6,207 5,881 5,716 4,311 4,344 4,162 4,184

構成率 22.6% 21.7% 21.7% 23.2% 23.8% 25.0% 24.8% 25.7% 25.4% 25.7%

25 30 30 22 13 25 23 12 22 13

人身事故件数

自転車乗用中死者数
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○ 自転車乗用中の違反別死傷者数 

  自転車乗用中の死傷者（令和５年中）4,074 人のうち、約９割(89.1%)の

3,629 人に何らかの交通違反が認められました（図１参照）。 

○ 自転車が第１当事者となる違反別人身事故件数 

    令和５年中の自転車が第１当事者となる人身事故は、1,087 件で、自転

車が関係する全人身事故件数の 26％を占めており、そのうち、最も多い

交通違反は、指定場所一時不停止で、全体の約３割を占めています（図２

参照）。 

 

 

 

【令和５年中の自転車乗用中の違反別死傷者数】 
（図１） 

事故件数

4,074

3,629

信 号 無 視 79

通 行 区 分 105

横 断 ・ 転 回 等 168

優 先 通 行 妨 害 128

交 差 点 安 全 進 行 1,439

徐 行 場 所 387

指定場所一時不停止 345

自 転 車 通 行 方 法 43

安 全 運 転 義 務 違 反 827

そ の 他 の 違 反 108

445

　　　　　　　　　件数
違反別

違 反 あ り

合計

違 反 無 し

事故件数

1,087

73

42

158

128

42

120

328

10

99

87

　　　　　　　 件数
違反別

自 転 車 通 行 方 法

安 全 運 転 義 務 違 反

そ の 他 の 違 反

合 計

信 号 無 視

通 行 区 分

横 断 ・ 転 回 等

優 先 通 行 妨 害

交 差 点 安 全 進 行

徐 行 場 所

指定場所一時不停止

【令和５年中の自転車が第１当事者となる違反別人身事故件数】 

（図２） 

自転車の交通違反別の事故発生状況 
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自転車は自動車やバイクと同じ「車両」です。 

自転車安全利用五則を守って、安全に利用しましょう。 

 

① 車道が原則、左側を通行 歩道は例外、歩行者を優先 

  道路標識で認められている場合などは、例外とし

て普通自転車は歩道を通行することができます。 

  ただし、歩道は歩行者優先で車道寄りを徐行し

なければいけません。 

※ 普通自転車…車体の大きさ、構造が内閣府令

で定める基準に適合する自転車のことをいいま

す。 

② 交差点では信号と一時停止を守って、安全確認 

   交差点では、信号を守り、一時停止の標識

があるところでは一時停止しなければいけま

せん。 

③ 夜間はライトを点灯 

夜間、ライトを点灯しないと前方の安全確

認が十分にできません。 

  車や歩行者からも見えにくく、事故の原因に

もなります。 

④ 飲酒運転は禁止 

     飲酒運転は非常に危険です。 

    自動車と同じく酒気を帯びて自転車を運転し

てはいけません。 

⑤ ヘルメットを着用 

自転車事故の致命傷は頭部の損傷が大半を占    

めています。 

すべての人が、命を守るヘルメットを着用し

ましょう。 

※ 令和５年４月１日からヘルメットの着用が努  

力義務化されています。 

 

  

自転車安全利用五則 
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【事例１】 

自転車が、一時停止を無視して交差点に進入し

たため、右方から交差点に進入してきた自動車と

衝突した。 

 

 

  

  

 

 

 【事例２】 

  自転車が、道路の右側を通行し、交差点を右折し

たため、右方から交差点に進入してきた自転車と

衝突した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢自転車の安全で適正な利用の促進に関する条例｣により、兵庫県内で自転車を利

用する場合は、自転車損害賠償保険等へ加入しなければなりません。 

高額な損害賠償を請求されることがあります。 

ご自身やご家族の加入状況を確認し、ご自身に合った保険等に加入しましょう。 

 

【自転車事故による高額賠償事例】 

賠償金額 裁判所・年 事故の概要 

9,521万円 
神戸地裁 

平成 25年７月 

自転車が道路において、歩行者と正面衝突 

歩行者は意識が戻らない状態に 

9,400万円 
高知地裁 

平成 27年２月 

自転車が夜間無灯火で歩行者と衝突 

歩行者は、２ヶ月後に死亡した 

   

○ 一時停止は必ず止まりましょう！ 

  ○ 時間に余裕を持った行動を心掛けましょう！  

事故を防止するポイント 

   

○ 右側通行は交通違反です。 

○ 右側通行で見通しの悪い交差点に進入すれば、死角が広くなるため、

大変危険です！ 

車道の左側を通行し、右折する際は事前にできるだけ道路の左端に寄

り、速度を十分落とし交差点の内周に沿って大回りで右折しましょう。 

事故を防止するポイント 

自転車の主な事故事例 

自転車損害賠償保険等への加入 
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自転車を運転中に信号無視等の危険な交通違反を３年以内に２回以上繰り返した

14歳以上の者に対し、都道府県公安委員会が、交通事故防止のための講習を受ける

ように命令します。 

受講命令に従わない場合は、５万円以下の罰金に処せられることがあります。 

 

 

 

  全ての自転車の運転者が乗車用ヘルメッ

ト着用に努めなければならないこととなりま

した。 

ご自身と大切な人の命を守るため、乗車用

ヘルメットを被りましょう！ 

 

 

 

 

  

自転車運転者講習制度 

命を守る『ヘルメット』 

自転車乗用中の損傷主部位別 

死者数の割合(2014～2023年) 
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兵庫県警察では、自転車利用者の交通ルールの遵守に

向けて、毎月２日を『県下一斉自転車取締り強化日』と定

め、自転車の指導取締りを強化しています。 

信号無視や一時不停止、携帯電話を使用しての片手運

転等をしないことはもちろん、道路標識・標示をよく見て、

交通ルールをしっかり守りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県警察では、自転車の通行量、交通事故の発生状況、住民の皆さんからの要 

望等を踏まえ、交通指導取締りや啓発活動を重点的に行う、『自転車指導啓発重点地 

区・路線』を選定しています。 

 

 

 

 

 

 

 《交通企画課》 

自転車の危険な交通違反に対する交通指導取締りの強化 

 
◇ 自転車活用推進法で、５月は『自転車月間』、５月５日は『自転車の日』

と定められており、全国各地で自転車に関する様々なイベント等が行われま

す。 

◇  兵庫県では、毎月２日を『自転車安全利用の日』と定め、自転車の安全

で適正な利用について皆さんの理解を深めてもらうこととしています。 

５月は『自転車月間』 

自転車指導啓発重点地区・路線 

あなたがお住まいの地域の 

重点地区・路線はコチラ 


